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五戸の未来シリーズ⑥
認定こども園 江渡幼稚園

（全園児２２名）

©東京ハイジ/五戸町

町内の保育園・幼稚園のご協力を得て
連載している五戸の未来シリーズ。
今回は「江渡幼稚園」さん。
知育・体育・道徳教育に基づいた活動
を行っています。子どもたちには豊か
な人間に成長してほしいです。

認定こども園
江渡幼稚園
認定こども園
江渡幼稚園
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一
般
会
計
の
自
主
財
源
で
あ
る

町
税
や
繰
入
金
な
ど
は
26
・
１
％
と

な
っ
て
お
り
、
地
方
交
付
税
や
町

債
な
ど
の
依
存
財
源
が
73
・
９
％
を

占
め
、
町
財
政
の
多
く
が
国
や
県

か
ら
の
お
金（
交
付
税
・
支
出
金
・

交
付
金
）に
頼
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
歳
出
の
人
件
費
や
公
債

費（
借
入
金
返
済
）な
ど
の
義
務
的

経
費
は
、
歳
出
全
体
の
36
・
５
％
を

占
め
、
前
年
度
に
比
べ
２
６
０
４

万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

未
収
金（
滞
納
）総
額

１
億
８
５
７
０
万
円

　
令
和
６
年
度
末
の
不
納
欠
損
額

は
１
２
９
２
万
円
で
前
年
度
に
比

べ
１
１
１
２
万
円
減
額
、
処
分
後

の
未
収
金
は
、
１
億
８
５
７
０
万

円
で
、
町
税
と
国
民
健
康
保
険
税

で
87
・
３
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

＊【
不
納
欠
損
】

　
債
権
者
が
死
亡
し
相
続

人
が
い
な
い
場
合
や
、
今

後
も
徴
収
の
見
込
み
が
た

た
な
い
場
合
、
そ
の
金
額

を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
。

町
　
債

　
町
財
政
の
借
入
金
で
あ
る
町
債
合

計
は
、
１
１
５
億
６
０
５
９
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
９
億
３
５
９
９
万
円

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
決
算
状
況

＜財 源 構 成＞
自主財源
２６．１％

（町税など）

依存財源
７３．９％

（地方交付税など）

令 和 ６ 年 度 決 算 を 認 定

「
借
入
金 

町
民
１
人
当
た
り
76
万
円
」

基
　
金

　
一
方
、
積
立
金
で
あ
る
基
金
合
計

は
、
63
億
３
６
０
３
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
て
３
億
９
７
７
３
万
円
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

「
積
立
金 

町
民
１
人
当
た
り
42
万
円
」

＊

その他
24万円
0.0%

消防費
4億6128万円

4.2%
農林水産業費
4億3458万円

4.0%

商工費
1億266万円

0.9%
議会費

9054万円
0.8%

町税
13億5884万円

12.3%

自主財源
28億8843万円

26.1%

依存財源
81億9304万円

73.9%

地方交付税
48億337万円

43.3%

国・県支出金
20億7356万円

18.7%

町債
6億4150万円

5.8%

地方消費税交付金
4億1263万円

3.7%

地方譲与税
1億4580万円

1.3%
その他交付金
1億1618万円

1.1%

その他
1億7772万円

1.6%

繰入金
10億3858万円

9.4%

寄附金
2億1248万円

1.9%
使用料及び手数料

7245万円
0.7%

分担金及び負担金
2836万円

0.2%

総務費
17億116万円

15.6%

民生費
28億6329万円

26.3%
土木費

10億8141万円
9.9%

衛生費
19億7073万円

18.1%

公債費
10億4619万円

9.6%

教育費
11億5061万円

10.6%

歳　出歳　入

会　計　名
一　般　会　計

特
別
会
計

後期高齢者医療
国民健康保険
介護保険
住宅用地造成事業等
ケーブルテレビ事業

企
業
会
計

収益的収支
資本的収支

企
業
会
計

収益的収支
資本的収支

企
業
会
計

収益的収支
資本的収支

歳　　入 歳　　出 差　　引

簡易水道事業会計 収　　入 支　　出 差　　引

下水道事業会計 収　　入 支　　出 差　　引

病院事業会計 収　　入 支　　出 差　　引

一　般　会　計　決　算

区　　分 令和５年度末 増減額
町税＊
放課後児童クラブ保護者負担金
給食費保護者負担金
ブドロク放牧場使用料
道路占用料
町営住宅使用料及び共益費
土地貸付料（五戸台地分）
奨学資金償還金
機構集積協力交付金返還金
後期高齢者医療保険料
国民健康保険税・返納金
介護保険料
ケーブルテレビ負担金・利用料

7156万円
0万円

241万円
68万円
0万円

379万円
199万円
976万円

9万円
50万円

8836万円
237万円
137万円

令和６年度末
7416万円

0万円
242万円
67万円
0万円

373万円
197万円
983万円

7万円
23万円

8818万円
315万円
129万円

260万円
0万円
1万円

△ 1万円
0万円

△ 6万円
△ 2万円

7万円
△ 2万円

△ 27万円
△ 18万円

78万円
△ 8万円

一般会計
ケーブルテレビ事業特別会計
簡易水道事業特別会計
下水道事業特別会計
病院事業会計

会　　計　　名 令和６年度末
87億501万円

1180万円
8366万円

21億9612万円
5億6400万円

基　　金　　名 基　　金　　名
一般会計財政調整基金
減債基金（地方債償還のための積立）

土地開発基金
泉山教育振興基金
木村秀政教育振興基金
公共施設等整備基金
まちづくり特別事業基金
地域福祉基金
江渡恭助人材育成基金
人材育成基金
肉用牛一貫経営支援基金

地域振興基金
高齢者等肉用牛導入事業基金
過疎地域持続的発展特別事業基金
ふるさと納税寄附金基金
森林環境譲与税基金
暮らしの道路基金
国民健康保険特別会計財政調整基金
国民健康保険高額療養費貸付基金
介護保険給付費準備基金
ケーブルテレビ事業基金

令和６年度末
22億8963万円
7億3030万円
1億896万円

57万円
113万円

6億9077万円
35万円

101万円
145万円
743万円
626万円

合　　　　　　　　　　　計
町　民　１　人　当　た　り

令和６年度末
8億4525万円

634万円
2億1020万円
3億7408万円

6389万円
445万円

4億6926万円
509万円

4億7822万円
4139万円

63億3603万円
42万円

合　　　　　計 115億6059万円
町民１人当たり 76万円

合　　計 1億8288万円 1億8570万円 282万円

町税等の未収金の状況

各会計の決算状況

町債（借入金）の状況

基金（積立金）の状況

＊町税は、町民税・固定資産税・軽自動車税の合計額
※翌年度繰越分及び未還付額は除く

※現金・貸付金の額（動産・不動産は含まない） 

1億7878万円
775万円
1377万円

1億6728万円
70万円
181万円

65万円
△997万円

784万円
△1億3565万円

△ 1692万円
△1億8246万円

109億269万円
5億4011万円

19億7783万円
24億212万円

216万円
5092万円

1億2222万円
2008万円

4億2737万円
2億9880万円

23億5959万円
6億5136万円

110億8147万円
5億4786万円

19億9160万円
25億6940万円

286万円
5273万円

1億2287万円
1011万円

4億3521万円
1億6315万円

23億4267万円
4億6890万円
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が
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入
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状
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＜財 源 構 成＞
自主財源
２６．１％

（町税など）

依存財源
７３．９％

（地方交付税など）

令 和 ６ 年 度 決 算 を 認 定

「
借
入
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町
民
１
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当
た
り
76
万
円
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積
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当
た
り
42
万
円
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その他
24万円
0.0%

消防費
4億6128万円

4.2%
農林水産業費
4億3458万円

4.0%

商工費
1億266万円

0.9%
議会費

9054万円
0.8%

町税
13億5884万円

12.3%

自主財源
28億8843万円

26.1%

依存財源
81億9304万円

73.9%

地方交付税
48億337万円

43.3%

国・県支出金
20億7356万円

18.7%

町債
6億4150万円

5.8%

地方消費税交付金
4億1263万円

3.7%

地方譲与税
1億4580万円

1.3%
その他交付金
1億1618万円

1.1%

その他
1億7772万円

1.6%

繰入金
10億3858万円

9.4%

寄附金
2億1248万円

1.9%
使用料及び手数料

7245万円
0.7%

分担金及び負担金
2836万円

0.2%

総務費
17億116万円

15.6%

民生費
28億6329万円

26.3%
土木費

10億8141万円
9.9%

衛生費
19億7073万円

18.1%

公債費
10億4619万円

9.6%

教育費
11億5061万円

10.6%

歳　出歳　入

会　計　名
一　般　会　計

特
別
会
計

後期高齢者医療
国民健康保険
介護保険
住宅用地造成事業等
ケーブルテレビ事業

企
業
会
計

収益的収支
資本的収支

企
業
会
計

収益的収支
資本的収支

企
業
会
計

収益的収支
資本的収支

歳　　入 歳　　出 差　　引

簡易水道事業会計 収　　入 支　　出 差　　引

下水道事業会計 収　　入 支　　出 差　　引

病院事業会計 収　　入 支　　出 差　　引

一　般　会　計　決　算

区　　分 令和５年度末 増減額
町税＊
放課後児童クラブ保護者負担金
給食費保護者負担金
ブドロク放牧場使用料
道路占用料
町営住宅使用料及び共益費
土地貸付料（五戸台地分）
奨学資金償還金
機構集積協力交付金返還金
後期高齢者医療保険料
国民健康保険税・返納金
介護保険料
ケーブルテレビ負担金・利用料

7156万円
0万円

241万円
68万円
0万円

379万円
199万円
976万円

9万円
50万円

8836万円
237万円
137万円

令和６年度末
7416万円

0万円
242万円
67万円
0万円

373万円
197万円
983万円

7万円
23万円

8818万円
315万円
129万円

260万円
0万円
1万円

△ 1万円
0万円

△ 6万円
△ 2万円

7万円
△ 2万円

△ 27万円
△ 18万円

78万円
△ 8万円

一般会計
ケーブルテレビ事業特別会計
簡易水道事業特別会計
下水道事業特別会計
病院事業会計

会　　計　　名 令和６年度末
87億501万円

1180万円
8366万円

21億9612万円
5億6400万円

基　　金　　名 基　　金　　名
一般会計財政調整基金
減債基金（地方債償還のための積立）

土地開発基金
泉山教育振興基金
木村秀政教育振興基金
公共施設等整備基金
まちづくり特別事業基金
地域福祉基金
江渡恭助人材育成基金
人材育成基金
肉用牛一貫経営支援基金

地域振興基金
高齢者等肉用牛導入事業基金
過疎地域持続的発展特別事業基金
ふるさと納税寄附金基金
森林環境譲与税基金
暮らしの道路基金
国民健康保険特別会計財政調整基金
国民健康保険高額療養費貸付基金
介護保険給付費準備基金
ケーブルテレビ事業基金

令和６年度末
22億8963万円
7億3030万円
1億896万円

57万円
113万円

6億9077万円
35万円

101万円
145万円
743万円
626万円

合　　　　　　　　　　　計
町　民　１　人　当　た　り

令和６年度末
8億4525万円

634万円
2億1020万円
3億7408万円

6389万円
445万円

4億6926万円
509万円

4億7822万円
4139万円

63億3603万円
42万円

合　　　　　計 115億6059万円
町民１人当たり 76万円

合　　計 1億8288万円 1億8570万円 282万円

町税等の未収金の状況

各会計の決算状況

町債（借入金）の状況

基金（積立金）の状況

＊町税は、町民税・固定資産税・軽自動車税の合計額
※翌年度繰越分及び未還付額は除く

※現金・貸付金の額（動産・不動産は含まない） 

1億7878万円
775万円
1377万円

1億6728万円
70万円
181万円

65万円
△997万円

784万円
△1億3565万円

△ 1692万円
△1億8246万円

109億269万円
5億4011万円
19億7783万円
24億212万円

216万円
5092万円

1億2222万円
2008万円

4億2737万円
2億9880万円

23億5959万円
6億5136万円

110億8147万円
5億4786万円
19億9160万円
25億6940万円

286万円
5273万円

1億2287万円
1011万円

4億3521万円
1億6315万円

23億4267万円
4億6890万円
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令和６年度決算を審議

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
令
和
６
年
度
の
ふ
る
さ
と

納
税
寄
附
金
が
２
億
１
０
７

万
８
千
円
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
は
。

答
竹
洞
財
政
課
長

　
令
和
６
年
度
の
件
数
は
１

万
４
２
５
９
件
。
返
礼
品
の

中
で
金
額
に
占
め
る
割
合
が

１
番
多
い
の
は
リ
ン
ゴ
で
、

全
体
の
65
％
を
占
め
て
い

る
。
２
番
目
が
米
、
３
番
目

が
キ
ャ
ン
プ
用
品
。
件
数
で

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
こ
の
補
助
金
の
詳
細
と
、

支
給
実
績
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
地
域
団
体
な
ど
が
開
催
す

る
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
な
ど

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
す

る
も
の
。

　
令
和
６
年
度
は
桜
沼
ワ
ク

ワ
ク
実
行
委
員
会
に
３
万
円
、

鳥
谷
部
正
子
さ
ん
の
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
園
に
10
万
円
、
五
戸

神
輿
の
会
に
10
万
円
、
五
戸

町
手
話
サ
ー
ク
ル
さ
く
ら
の

会
に
８
万
１
千
円
、
田
守
建

装
に
８
万
１
千
円
、
坂
の
上

の
に
じ
い
ろ
上
映
会
に
３
千

円
を
補
助
し
た
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
バ
ス
の
運
行
は
、
町
民
に

と
っ
て
非
常
に
重
要
な
足
と

な
る
の
で
是
非
継
続
し
て
ほ

し
い
が
、
バ
ス
の
路
線
維
持

の
観
点
か
ら
、
町
バ
ス
関
連

の
予
算
額
の
状
況
は
。

答
石
田
総
務
課
長

　
町
バ
ス
運
行
業
務
委
託
料

は
、
岩
手
県
北
自
動
車
㈱
に

バ
ス
の
運
行
業
務
を
委
託
す

る
も
の
。
ガ
ソ
リ
ン
代
の
値

上
げ
に
よ
り
、
予
算
額
は
増

額
し
て
い
る
。

答
中
里
総
合
政
策
課
政
策
推
進
室
長

　
路
線
バ
ス
減
収
負
担
金
は
、

本
来
路
線
バ
ス
で
得
ら
れ
る

は
ず
だ
っ
た
料
金
の
不
足
分

に
つ
い
て
、
町
で
負
担
す
る

も
の
。
人
口
減
少
な
ど
に
よ

り
バ
ス
の
利
用
者
も
減
る
こ

と
で
、
町
の
負
担
も
増
え
て

い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

問
三
浦
專
治
郎
委
員

　
こ
の
事
業
の
内
容
と
利
用

者
数
は
。
限
度
額
は
あ
る
か
。

答
小
村
農
林
課
長

　
令
和
６
年
度
か
ら
新
規
事

業
と
し
て
開
始
し
た
も
の
で

あ
り
、
収
入
保
険
加
入
に
係

る
保
険
料
と
、
当
該
保
険
料

に
係
る
事
務
費
部
分
に
つ
い

て
50
％
ま
で
、
限
度
額
50
万

円
を
町
で
支
払
う
仕
組
み
と

な
っ
て
い
る
。
令
和
６
年
度

の
利
用
者
数
は
１
０
３
人
と

な
っ
て
い
る
。

答
若
宮
町
長

　
農
家
が
安
心
し
て
生
産
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
い
う

思
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
も

の
で
あ
り
、
非
常
に
有
意
義

な
制
度
。
１
年
度
・
２
年
度

で
簡
単
に
終
わ
る
も
の
で
な

く
、
継
続
性
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
こ
の
制
度
の
仕
組
み
と
、

利
用
実
績
は
。
自
家
消
費
用

の
菜
園
に
も
利
用
で
き
る
の

か
。

答
小
村
農
林
課
長

　
有
害
鳥
獣
侵
入
防
止
の
電

気
柵
や
ネ
ッ
ト
柵
、
小
型
鳥

獣
用
の
箱
わ
な
の
購
入
費
に

つ
い
て
、
上
限
５
万
円
ま
で

補
助
を
行
っ
て
い
る
。
ほ
と

ん
ど
が
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
使

用
さ
れ
て
い
る
。
残
り
は
イ

ノ
シ
シ
用
の
柵
が
１
件
、
箱

わ
な
が
２
件
あ
っ
た
。

　
こ
の
補
助
を
受
け
ら
れ
る

の
は
営
農
し
て
い
る
方
に
限

ら
れ
る
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
こ
の
奨
励
金
の
内
容
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
五
戸
町
で
の
生
業
づ
く
り
・

新
し
い
起
業
家
を
支
援
す
る

た
め
、
起
業
後
２
年
以
内
の

方
に
支
援
金
を
交
付
す
る
も

の
。
令
和
６
年
度
は
３
団
体

へ
合
わ
せ
て
１
０
０
万
円
交

付
し
た
。

　
当
初
は
起
業
し
て
か
ら
１

年
以
内
の
方
が
対
象
だ
っ
た

が
、
令
和
６
年
度
か
ら
は
２

年
以
内
に
変
更
し
、
よ
り
多

く
の
方
が
申
請
で
き
る
よ
う

要
件
を
緩
和
し
た
。
要
件
を

満
た
す
企
業
は
積
極
的
に
申

し
込
ん
で
ほ
し
い
。

占
め
る
割
合
で
は
、
１
番
人

気
な
の
は
、
や
は
り
リ
ン
ゴ
、

２
番
目
が
米
、
３
番
目
が
馬

肉
製
品
と
な
っ
て
い
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
職
員
研
修
事
業
の
詳
細
は
。

答
石
田
総
務
課
長

　
職
員
向
け
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
研
修
を
１
回
行
っ

た
。
青
森
県
自
治
研
修
所
が

開
催
す
る
研
修
で
は
、
職
級

別
に
開
催
す
る
研
修
に
33

名
、
テ
ー
マ
別
に
参
加
す
る

選
択
研
修
に
は
８
名
参
加
し

て
い
る
。
他
に
も
八
戸
市
が

実
施
す
る
研
修
、
三
戸
郡
町

村
会
が
主
催
の
研
修
に
も
職

員
を
派
遣
し
て
い
る
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
10
年
程
前
に
設
置
し
た

Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
が
そ
ろ
そ
ろ

寿
命
を
迎
え
る
時
期
に
差
し

掛
か
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

交
換
費
用
の
補
助
金
な
ど
の

考
え
は
。

答
石
田
総
務
課
長

　
自
治
会
か
ら
は
そ
の
よ
う

な
要
望
は
届
い
て
お
ら
ず
、

補
助
を
す
る
か
は
ま
だ
決
定

し
て
い
な
い
が
、
今
後
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

問
佐
々
木
喜
克
委
員

　
こ
の
奨
励
金
の
内
訳
は
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
広
告
、

周
知
の
予
定
は
。

答
中
里
総
合
政
策
課
政
策
推
進
室
長

　
診
療
奨
励
金
が
４
０
０
万

円
、
診
療
加
算
奨
励
金
が
２

４
０
万
円
、
雇
用
奨
励
金
が

３
１
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
補
助
金
に
つ
い
て
で
き

る
だ
け
周
知
し
、
医
療
の
安

定
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い

る
の
で
、
機
会
を
窺
い
な
が

ら
周
知
し
て
い
き
た
い
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
こ
の
業
務
委
託
の
内
容
は
。

旧
又
重
小
学
校
は
隣
の
倉
石

温
泉
と
一
緒
に
、
Ｓ
Ｇ
グ
ル
ー

プ
が
将
来
的
に
使
う
予
定
だ
っ

た
と
記
憶
し
て
い
る
が
、
維

持
管
理
は
町
が
行
う
の
か
。

答
竹
洞
財
政
課
長

　
旧
又
重
小
学
校
外
、
町
が

所
有
す
る
普
通
財
産
の
空
き

地
部
分
の
草
刈
り
を
委
託
す

る
も
の
。
敷
地
全
体
を
Ｓ
Ｇ

グ
ル
ー
プ
外
２
団
体
に
貸
し

て
い
る
わ
け
で
な
く
、
貸
し

て
い
な
い
部
分
の
草
刈
り
を

委
託
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
柏
田
匡
智
委
員

　
こ
の
給
付
金
は
新
た
な
品

目
に
取
り
組
む
農
家
も
対
象

に
な
る
の
か
。

答
小
村
農
林
課
長

　
こ
の
事
業
は
、
国
の
新
規

就
農
支
援
が
終
わ
っ
て
か
ら

３
年
間
、
町
独
自
で
補
助
を

出
す
も
の
。
所
得
な
ど
の
要

件
は
あ
る
が
、
新
た
な
品
目

に
取
り
組
む
か
は
関
係
な

い
。

決
算
に
対
す
る

主
な
質
疑

議事進行する 髙奥　浩明 委員長

一
般
会
計
歳
入

一
般
会
計
歳
出

【
総
務
費
】

【
農
林
水
産
業
費
】

令和７年度五戸町地域イベント開催
支援事業についてはこちら。

【
商
工
費
】

①ハウス下にある白い
　３本線が電気柵
②電気柵の電源
③電気柵への注意喚起の看板

　議員全員で構成する決算特別委員会（委員長：髙奥浩明議員、副委員長：佐々木喜克議員）を
設置し、令和６年度の一般会計決算、各特別会計決算、簡易水道事業会計決算、下水道事業会計
決算及び病院事業会計決算について審議しました。
　※委員会では議員のことを「委員」と呼びます。

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

町
バ
ス
運
行
業
務
委
託
料

路
線
バ
ス
減
収
負
担
金

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型

防
犯
灯
設
置
補
助
金
、

防
犯
灯
・
商
店
街
街
路

灯
電
気
料
補
助
金

青
年
就
農
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
支
援
給
付
金

職
員
研
修
事
業
業
務

委
託
料

五
戸
町
診
療
所
開
設

奨
励
金

旧
又
重
小
学
校
施
設
等

管
理
業
務
委
託
料

地
域
イ
ベ
ン
ト
開
催
費

補
助
金

収
入
保
険
加
入
推
進

事
業
費
補
助
金

有
害
鳥
獣
被
害
対
策

侵
入
防
止
柵
購
入
補

助
金

起
業
等
奨
励
金
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令和６年度決算を審議

問
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﨑
七
洋
委
員

　
令
和
６
年
度
の
ふ
る
さ
と

納
税
寄
附
金
が
２
億
１
０
７

万
８
千
円
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
は
。

答
竹
洞
財
政
課
長

　
令
和
６
年
度
の
件
数
は
１

万
４
２
５
９
件
。
返
礼
品
の

中
で
金
額
に
占
め
る
割
合
が

１
番
多
い
の
は
リ
ン
ゴ
で
、

全
体
の
65
％
を
占
め
て
い

る
。
２
番
目
が
米
、
３
番
目

が
キ
ャ
ン
プ
用
品
。
件
数
で

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
こ
の
補
助
金
の
詳
細
と
、

支
給
実
績
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
地
域
団
体
な
ど
が
開
催
す

る
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
な
ど

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
す

る
も
の
。

　
令
和
６
年
度
は
桜
沼
ワ
ク

ワ
ク
実
行
委
員
会
に
３
万
円
、

鳥
谷
部
正
子
さ
ん
の
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
園
に
10
万
円
、
五
戸

神
輿
の
会
に
10
万
円
、
五
戸

町
手
話
サ
ー
ク
ル
さ
く
ら
の

会
に
８
万
１
千
円
、
田
守
建

装
に
８
万
１
千
円
、
坂
の
上

の
に
じ
い
ろ
上
映
会
に
３
千

円
を
補
助
し
た
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
バ
ス
の
運
行
は
、
町
民
に

と
っ
て
非
常
に
重
要
な
足
と

な
る
の
で
是
非
継
続
し
て
ほ

し
い
が
、
バ
ス
の
路
線
維
持

の
観
点
か
ら
、
町
バ
ス
関
連

の
予
算
額
の
状
況
は
。

答
石
田
総
務
課
長

　
町
バ
ス
運
行
業
務
委
託
料

は
、
岩
手
県
北
自
動
車
㈱
に

バ
ス
の
運
行
業
務
を
委
託
す

る
も
の
。
ガ
ソ
リ
ン
代
の
値

上
げ
に
よ
り
、
予
算
額
は
増

額
し
て
い
る
。

答
中
里
総
合
政
策
課
政
策
推
進
室
長

　
路
線
バ
ス
減
収
負
担
金
は
、

本
来
路
線
バ
ス
で
得
ら
れ
る

は
ず
だ
っ
た
料
金
の
不
足
分

に
つ
い
て
、
町
で
負
担
す
る

も
の
。
人
口
減
少
な
ど
に
よ

り
バ
ス
の
利
用
者
も
減
る
こ

と
で
、
町
の
負
担
も
増
え
て

い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

問
三
浦
專
治
郎
委
員

　
こ
の
事
業
の
内
容
と
利
用

者
数
は
。
限
度
額
は
あ
る
か
。

答
小
村
農
林
課
長

　
令
和
６
年
度
か
ら
新
規
事

業
と
し
て
開
始
し
た
も
の
で

あ
り
、
収
入
保
険
加
入
に
係

る
保
険
料
と
、
当
該
保
険
料

に
係
る
事
務
費
部
分
に
つ
い

て
50
％
ま
で
、
限
度
額
50
万

円
を
町
で
支
払
う
仕
組
み
と

な
っ
て
い
る
。
令
和
６
年
度

の
利
用
者
数
は
１
０
３
人
と

な
っ
て
い
る
。

答
若
宮
町
長

　
農
家
が
安
心
し
て
生
産
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
い
う

思
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
も

の
で
あ
り
、
非
常
に
有
意
義

な
制
度
。
１
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度
・
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年
度

で
簡
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に
終
わ
る
も
の
で
な

く
、
継
続
性
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
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員

　
こ
の
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度
の
仕
組
み
と
、

利
用
実
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は
。
自
家
消
費
用

の
菜
園
に
も
利
用
で
き
る
の

か
。

答
小
村
農
林
課
長

　
有
害
鳥
獣
侵
入
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止
の
電

気
柵
や
ネ
ッ
ト
柵
、
小
型
鳥

獣
用
の
箱
わ
な
の
購
入
費
に

つ
い
て
、
上
限
５
万
円
ま
で

補
助
を
行
っ
て
い
る
。
ほ
と

ん
ど
が
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
使

用
さ
れ
て
い
る
。
残
り
は
イ

ノ
シ
シ
用
の
柵
が
１
件
、
箱

わ
な
が
２
件
あ
っ
た
。

　
こ
の
補
助
を
受
け
ら
れ
る

の
は
営
農
し
て
い
る
方
に
限

ら
れ
る
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
こ
の
奨
励
金
の
内
容
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
五
戸
町
で
の
生
業
づ
く
り
・

新
し
い
起
業
家
を
支
援
す
る

た
め
、
起
業
後
２
年
以
内
の

方
に
支
援
金
を
交
付
す
る
も

の
。
令
和
６
年
度
は
３
団
体

へ
合
わ
せ
て
１
０
０
万
円
交

付
し
た
。

　
当
初
は
起
業
し
て
か
ら
１

年
以
内
の
方
が
対
象
だ
っ
た

が
、
令
和
６
年
度
か
ら
は
２

年
以
内
に
変
更
し
、
よ
り
多

く
の
方
が
申
請
で
き
る
よ
う

要
件
を
緩
和
し
た
。
要
件
を

満
た
す
企
業
は
積
極
的
に
申

し
込
ん
で
ほ
し
い
。

占
め
る
割
合
で
は
、
１
番
人

気
な
の
は
、
や
は
り
リ
ン
ゴ
、

２
番
目
が
米
、
３
番
目
が
馬

肉
製
品
と
な
っ
て
い
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
職
員
研
修
事
業
の
詳
細
は
。

答
石
田
総
務
課
長

　
職
員
向
け
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
研
修
を
１
回
行
っ

た
。
青
森
県
自
治
研
修
所
が

開
催
す
る
研
修
で
は
、
職
級

別
に
開
催
す
る
研
修
に
33

名
、
テ
ー
マ
別
に
参
加
す
る

選
択
研
修
に
は
８
名
参
加
し

て
い
る
。
他
に
も
八
戸
市
が

実
施
す
る
研
修
、
三
戸
郡
町

村
会
が
主
催
の
研
修
に
も
職

員
を
派
遣
し
て
い
る
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
10
年
程
前
に
設
置
し
た

Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
が
そ
ろ
そ
ろ

寿
命
を
迎
え
る
時
期
に
差
し

掛
か
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

交
換
費
用
の
補
助
金
な
ど
の

考
え
は
。

答
石
田
総
務
課
長

　
自
治
会
か
ら
は
そ
の
よ
う

な
要
望
は
届
い
て
お
ら
ず
、

補
助
を
す
る
か
は
ま
だ
決
定

し
て
い
な
い
が
、
今
後
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

問
佐
々
木
喜
克
委
員

　
こ
の
奨
励
金
の
内
訳
は
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
広
告
、

周
知
の
予
定
は
。

答
中
里
総
合
政
策
課
政
策
推
進
室
長

　
診
療
奨
励
金
が
４
０
０
万

円
、
診
療
加
算
奨
励
金
が
２

４
０
万
円
、
雇
用
奨
励
金
が

３
１
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
補
助
金
に
つ
い
て
で
き

る
だ
け
周
知
し
、
医
療
の
安

定
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い

る
の
で
、
機
会
を
窺
い
な
が

ら
周
知
し
て
い
き
た
い
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
こ
の
業
務
委
託
の
内
容
は
。

旧
又
重
小
学
校
は
隣
の
倉
石

温
泉
と
一
緒
に
、
Ｓ
Ｇ
グ
ル
ー

プ
が
将
来
的
に
使
う
予
定
だ
っ

た
と
記
憶
し
て
い
る
が
、
維

持
管
理
は
町
が
行
う
の
か
。

答
竹
洞
財
政
課
長

　
旧
又
重
小
学
校
外
、
町
が

所
有
す
る
普
通
財
産
の
空
き

地
部
分
の
草
刈
り
を
委
託
す

る
も
の
。
敷
地
全
体
を
Ｓ
Ｇ

グ
ル
ー
プ
外
２
団
体
に
貸
し

て
い
る
わ
け
で
な
く
、
貸
し

て
い
な
い
部
分
の
草
刈
り
を

委
託
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
柏
田
匡
智
委
員

　
こ
の
給
付
金
は
新
た
な
品

目
に
取
り
組
む
農
家
も
対
象

に
な
る
の
か
。

答
小
村
農
林
課
長

　
こ
の
事
業
は
、
国
の
新
規

就
農
支
援
が
終
わ
っ
て
か
ら

３
年
間
、
町
独
自
で
補
助
を

出
す
も
の
。
所
得
な
ど
の
要

件
は
あ
る
が
、
新
た
な
品
目

に
取
り
組
む
か
は
関
係
な

い
。

決
算
に
対
す
る

主
な
質
疑

議事進行する 髙奥　浩明 委員長

一
般
会
計
歳
入

一
般
会
計
歳
出

【
総
務
費
】

【
農
林
水
産
業
費
】

令和７年度五戸町地域イベント開催
支援事業についてはこちら。

【
商
工
費
】

①ハウス下にある白い
　３本線が電気柵
②電気柵の電源
③電気柵への注意喚起の看板

　議員全員で構成する決算特別委員会（委員長：髙奥浩明議員、副委員長：佐々木喜克議員）を
設置し、令和６年度の一般会計決算、各特別会計決算、簡易水道事業会計決算、下水道事業会計
決算及び病院事業会計決算について審議しました。
　※委員会では議員のことを「委員」と呼びます。

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

町
バ
ス
運
行
業
務
委
託
料

路
線
バ
ス
減
収
負
担
金

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型

防
犯
灯
設
置
補
助
金
、

防
犯
灯
・
商
店
街
街
路

灯
電
気
料
補
助
金

青
年
就
農
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
支
援
給
付
金

職
員
研
修
事
業
業
務

委
託
料

五
戸
町
診
療
所
開
設

奨
励
金

旧
又
重
小
学
校
施
設
等

管
理
業
務
委
託
料

地
域
イ
ベ
ン
ト
開
催
費

補
助
金

収
入
保
険
加
入
推
進

事
業
費
補
助
金

有
害
鳥
獣
被
害
対
策

侵
入
防
止
柵
購
入
補

助
金

起
業
等
奨
励
金



⑦ ごのへ議会だより 第57号 ごのへ議会だより 第57号 ⑥

❶
歴
史
み
ら
い
パ
ー
ク
噴
水

広
場
改
修
工
事
請
負
契
約

の
一
部
変
更

【
内
容
】

・
一
部
設
計
内
容
に
変
更
が

生
じ
た
こ
と
に
伴
う
も
の

・
変
更
後
の
契
約
額

　
５
４
８
３
万
５
千
円

（
１
３
７
万
５
千
円
の
増
）

❷
令
和
６
年
度
決
算
に
基
づ

く
財
政
の
健
全
化
判
断
比

率
に
つ
い
て

❸
令
和
６
年
度
公
営
企
業
決

算
に
基
づ
く
経
営
の
資
金

不
足
比
率
に
つ
い
て

報
告
は
採
決
し
ま
せ
ん

❶
五
戸
町
印
鑑
条
例
の
一
部

改
正

【
内
容
】

・
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
の
標
準
化
に
関
す
る

法
律
の
施
行
に
よ
り
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の

❷
五
戸
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

❸
五
戸
町
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

【
内
容
】

・
人
事
院
が
行
っ
た「
公
務

員
人
事
管
理
に
関
す
る
報

告
」及
び
、
対
応
す
る
民

間
労
働
法
制
の
施
行
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の

❹
五
戸
町
指
定
管
理
者
に
よ

る
公
の
施
設
の
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
五
戸
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
廃
止
に
伴
い
、

指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

を
行
わ
せ
る
施
設
か
ら
除

外
す
る
も
の

議決件数　20　件

原案可決

13　件

同　　意

３　件

承　　認

０　件

認　　定

４　件

第13回　令和７年９月　定例会
８月28日から９月３日までの７日間の会期で定例会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

報
告
　
３
件

条
例
の
一
部
改
正
　
６
件

噴水広場は10月12日に開催した
「Gonohe de Halloween」でお披露目された。

議会に提出された議案の公開について
令和７年９月定例会から議会に提出された議案を町ホーム
ページで公開しています。
「町政・まちづくり」の「情報公開」からご確認ください。

問
中
川
原
賢
治
委
員

　こ
の
負
担
金
の
内
容
は
。

答
川
村
健
康
増
進
課
長

　
八
戸
市
民
病
院
か
ら
五
戸

総
合
病
院
へ
の
診
療
応
援
に

係
る
派
遣
負
担
金
で
あ
る
。

部
長
級
の
方
に
は
11
万
円
、

医
長
以
下
の
方
に
は
10
万
円
、

宿
泊
さ
れ
る
方
に
は
５
万
７

千
円
を
支
払
っ
て
い
る
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

　内
容
の
詳
細
は
。
普
及
率
、

利
用
者
か
ら
の
声
は
。

答
川
村
健
康
増
進
課
長

　
予
防
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
自
動
配
信
、
母
子
手
帳
の

記
録
保
存
、
子
育
て
サ
ー
ビ

ス
の
情
報
提
供
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

　
普
及
率
は
、
登
録
対
象
の

親
、
３
７
０
人
の
う
ち
約
71

％
の
２
６
２
人
が
登
録
し
て

い
る
。
登
録
対
象
の
子
ど
も

に
つ
い
て
は
、
５
２
９
人
の

う
ち
約
83
％
の
４
３
７
人
が

登
録
し
て
い
る
。

　
ア
プ
リ
へ
の
反
響
に
つ
い

て
は
、
予
防
接
種
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
分
か
り
や
す
い

と
い
う
声
を
よ
く
い
た
だ
い

て
い
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　ど
の
よ
う
な
樹
木
管
理
を

し
て
い
る
の
か
。
昨
年
・
今

年
と
学
校
の
樹
木
が
か
な
り

繁
茂
し
て
い
る
状
況
だ
っ
た

が
、
樹
木
管
理
の
方
針
は
。

答
櫻
井
教
育
課
長

　
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
五
戸

小
学
校
駐
車
場
の
古
い
桜
の

木
の
樹
勢
回
復
、
倉
石
小
学

校
の
外
構
整
備
を
行
っ
た
。

中
学
校
に
つ
い
て
は
、
五
戸

中
学
校
周
囲
の
樹
木
な
ど
を

整
備
し
た
。

　
今
ま
で
は
学
校
か
ら
の
要

望
が
あ
っ
た
際
に
対
応
し
て

き
た
面
が
あ
る
が
、
今
後
は

適
切
に
管
理
さ
れ
る
よ
う
学

校
側
と
協
力
し
て
や
っ
て
い

き
た
い
。

【
衛
生
費
】

【
教
育
費
】

母
子
健
康
手
帳

ア
プ
リ
運
用
委
託
料

樹
木
管
理
業
務
委
託
料

医
師
派
遣
事
業
費
負
担
金

❺
五
戸
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

❻
五
戸
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
各
関
係
法
令
な
ど
の
一
部

改
正
に
伴
う
も
の

❶
五
戸
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
条
例
の
廃
止

【
内
容
】

・
五
戸
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
が
運
営
終
了
す
る

こ
と
か
ら
廃
止
す
る
も
の

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
２
億
２
０
７
７
万
４
千
円

・
予
算
総
額

１
０
９
億
３
８
０
２
万
２
千
円

【
主
な
歳
出
増
額
】

・
五
戸
町
農
産
物
直
売
等
拠

点
施
設
「
バ
・
オ
ー
ル
」

備
品
購
入
費

４
１
０
６
万
千
円

・
病
院
事
業
会
計
負
担
金

２
９
２
２
万
７
千
円

・
道
路
環
境
整
備
業
務
委
託

料

３
千
万
円

・
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

更
新
工
事
費

７
０
０
万
８
千
円

・
図
書
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
照
明
改
修
工
事
費

１
１
７
万
７
千
円

❷
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

２
８
１
万
３
千
円

・
予
算
総
額

５
億
４
０
７
２
万
２
千
円

❸
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
４
２
３
万
８
千
円

・
予
算
総
額

19
億
３
３
９
２
万
３
千
円

❹
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

２
０
１
万
８
千
円

・
予
算
総
額

24
億
７
４
１
８
万
６
千
円

❺
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

・
収
益
的
収
入

　
９
９
５
万
２
千
円
増
の

４
億
３
７
５
５
万
４
千
円

・
収
益
的
支
出

　
31
万
円
増
の

４
億
４
１
７
３
万
３
千
円

❻
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

・
収
益
的
収
入

　
９
３
１
５
万
６
千
円
増
の

　
19
億
２
６
９
４
万
１
千
円

・
収
益
的
支
出

　
１
１
０
９
万
５
千
円
増
の

　
24
億
８
８
５
７
万
７
千
円

・
資
本
的
収
入

　
１
０
０
万
２
千
円
増
の

　
３
億
４
９
６
５
万
３
千
円

・
資
本
的
支
出

　
30
万
８
千
円
増
の

　
４
億
２
６
７
６
万
１
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

人
事
　
３
件

条
例
の
廃
止
　
１
件

令
和
７
年
度
補
正
予
算
　
６
件

❶
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

◎
小
泉
　
等
氏（
50
歳
）

　
大
字
豊
間
内
字
大
開

【
再
任
】

主
な
職
歴
等

小
泉
建
具
製
作
所（
自
営
）

五
戸
町
立
五
戸
小
学
校

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期

　
令
和
７
年
10
月
１
日
〜

　
令
和
11
年
９
月
30
日

❷
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

の
推
薦

◎
倉
橋
　
隆
穂
氏（
70
歳
）

　
字
中
道

【
再
任
】

主
な
職
歴
等

五
戸
町
総
務
課
参
事

五
戸
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
長

❸
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

の
推
薦

◎
中
谷
　
正
幸
氏（
38
歳
）

　
大
字
倉
石
中
市
字
寺
後

【
再
任
】

主
な
職
歴
等

源
福
寺
　
住
職

社
会
福
祉
法
人
未
萌
会

　
理
事

人
権
擁
護
委
員
の
任
期

令
和
８
年
１
月
１
日
〜

令
和
10
年
12
月
31
日

全
員
賛
成
で
同
意

く
ら
は
し

た
か

お

こ
い
ず
み

ひ
と
し

是非ご活用ください！ 詳しくは町ホームページから。

な
か
や

ま
さ
ゆ
き
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❶
歴
史
み
ら
い
パ
ー
ク
噴
水

広
場
改
修
工
事
請
負
契
約

の
一
部
変
更

【
内
容
】

・
一
部
設
計
内
容
に
変
更
が

生
じ
た
こ
と
に
伴
う
も
の

・
変
更
後
の
契
約
額

　
５
４
８
３
万
５
千
円

（
１
３
７
万
５
千
円
の
増
）

❷
令
和
６
年
度
決
算
に
基
づ

く
財
政
の
健
全
化
判
断
比

率
に
つ
い
て

❸
令
和
６
年
度
公
営
企
業
決

算
に
基
づ
く
経
営
の
資
金

不
足
比
率
に
つ
い
て

報
告
は
採
決
し
ま
せ
ん

❶
五
戸
町
印
鑑
条
例
の
一
部

改
正

【
内
容
】

・
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
の
標
準
化
に
関
す
る

法
律
の
施
行
に
よ
り
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の

❷
五
戸
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

❸
五
戸
町
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

【
内
容
】

・
人
事
院
が
行
っ
た「
公
務

員
人
事
管
理
に
関
す
る
報

告
」及
び
、
対
応
す
る
民

間
労
働
法
制
の
施
行
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の

❹
五
戸
町
指
定
管
理
者
に
よ

る
公
の
施
設
の
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
五
戸
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
廃
止
に
伴
い
、

指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

を
行
わ
せ
る
施
設
か
ら
除

外
す
る
も
の

議決件数　20　件

原案可決

13　件

同　　意

３　件

承　　認

０　件

認　　定

４　件

第13回　令和７年９月　定例会
８月28日から９月３日までの７日間の会期で定例会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

報
告
　
３
件

条
例
の
一
部
改
正
　
６
件

噴水広場は10月12日に開催した
「Gonohe de Halloween」でお披露目された。

議会に提出された議案の公開について
令和７年９月定例会から議会に提出された議案を町ホーム
ページで公開しています。
「町政・まちづくり」の「情報公開」からご確認ください。

問
中
川
原
賢
治
委
員

　こ
の
負
担
金
の
内
容
は
。

答
川
村
健
康
増
進
課
長

　
八
戸
市
民
病
院
か
ら
五
戸

総
合
病
院
へ
の
診
療
応
援
に

係
る
派
遣
負
担
金
で
あ
る
。

部
長
級
の
方
に
は
11
万
円
、

医
長
以
下
の
方
に
は
10
万
円
、

宿
泊
さ
れ
る
方
に
は
５
万
７

千
円
を
支
払
っ
て
い
る
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

　内
容
の
詳
細
は
。
普
及
率
、

利
用
者
か
ら
の
声
は
。

答
川
村
健
康
増
進
課
長

　
予
防
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
自
動
配
信
、
母
子
手
帳
の

記
録
保
存
、
子
育
て
サ
ー
ビ

ス
の
情
報
提
供
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

　
普
及
率
は
、
登
録
対
象
の

親
、
３
７
０
人
の
う
ち
約
71

％
の
２
６
２
人
が
登
録
し
て

い
る
。
登
録
対
象
の
子
ど
も

に
つ
い
て
は
、
５
２
９
人
の

う
ち
約
83
％
の
４
３
７
人
が

登
録
し
て
い
る
。

　
ア
プ
リ
へ
の
反
響
に
つ
い

て
は
、
予
防
接
種
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
分
か
り
や
す
い

と
い
う
声
を
よ
く
い
た
だ
い

て
い
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　ど
の
よ
う
な
樹
木
管
理
を

し
て
い
る
の
か
。
昨
年
・
今

年
と
学
校
の
樹
木
が
か
な
り

繁
茂
し
て
い
る
状
況
だ
っ
た

が
、
樹
木
管
理
の
方
針
は
。

答
櫻
井
教
育
課
長

　
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
五
戸

小
学
校
駐
車
場
の
古
い
桜
の

木
の
樹
勢
回
復
、
倉
石
小
学

校
の
外
構
整
備
を
行
っ
た
。

中
学
校
に
つ
い
て
は
、
五
戸

中
学
校
周
囲
の
樹
木
な
ど
を

整
備
し
た
。

　
今
ま
で
は
学
校
か
ら
の
要

望
が
あ
っ
た
際
に
対
応
し
て

き
た
面
が
あ
る
が
、
今
後
は

適
切
に
管
理
さ
れ
る
よ
う
学

校
側
と
協
力
し
て
や
っ
て
い

き
た
い
。

【
衛
生
費
】

【
教
育
費
】

母
子
健
康
手
帳

ア
プ
リ
運
用
委
託
料

樹
木
管
理
業
務
委
託
料

医
師
派
遣
事
業
費
負
担
金

❺
五
戸
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

❻
五
戸
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
各
関
係
法
令
な
ど
の
一
部

改
正
に
伴
う
も
の

❶
五
戸
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
条
例
の
廃
止

【
内
容
】

・
五
戸
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
が
運
営
終
了
す
る

こ
と
か
ら
廃
止
す
る
も
の

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
２
億
２
０
７
７
万
４
千
円

・
予
算
総
額

１
０
９
億
３
８
０
２
万
２
千
円

【
主
な
歳
出
増
額
】

・
五
戸
町
農
産
物
直
売
等
拠

点
施
設
「
バ
・
オ
ー
ル
」

備
品
購
入
費

４
１
０
６
万
千
円

・
病
院
事
業
会
計
負
担
金

２
９
２
２
万
７
千
円

・
道
路
環
境
整
備
業
務
委
託

料

３
千
万
円

・
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

更
新
工
事
費

７
０
０
万
８
千
円

・
図
書
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
照
明
改
修
工
事
費

１
１
７
万
７
千
円

❷
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

２
８
１
万
３
千
円

・
予
算
総
額

５
億
４
０
７
２
万
２
千
円

❸
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
４
２
３
万
８
千
円

・
予
算
総
額

19
億
３
３
９
２
万
３
千
円

❹
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

２
０
１
万
８
千
円

・
予
算
総
額

24
億
７
４
１
８
万
６
千
円

❺
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

・
収
益
的
収
入

　
９
９
５
万
２
千
円
増
の

４
億
３
７
５
５
万
４
千
円

・
収
益
的
支
出

　
31
万
円
増
の

４
億
４
１
７
３
万
３
千
円

❻
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

・
収
益
的
収
入

　
９
３
１
５
万
６
千
円
増
の

　
19
億
２
６
９
４
万
１
千
円

・
収
益
的
支
出

　
１
１
０
９
万
５
千
円
増
の

　
24
億
８
８
５
７
万
７
千
円

・
資
本
的
収
入

　
１
０
０
万
２
千
円
増
の

　
３
億
４
９
６
５
万
３
千
円

・
資
本
的
支
出

　
30
万
８
千
円
増
の

　
４
億
２
６
７
６
万
１
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

人
事
　
３
件

条
例
の
廃
止
　
１
件

令
和
７
年
度
補
正
予
算
　
６
件

❶
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

◎
小
泉
　
等
氏（
50
歳
）

　
大
字
豊
間
内
字
大
開

【
再
任
】

主
な
職
歴
等

小
泉
建
具
製
作
所（
自
営
）

五
戸
町
立
五
戸
小
学
校

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期

　
令
和
７
年
10
月
１
日
〜

　
令
和
11
年
９
月
30
日

❷
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

の
推
薦

◎
倉
橋
　
隆
穂
氏（
70
歳
）

　
字
中
道

【
再
任
】

主
な
職
歴
等

五
戸
町
総
務
課
参
事

五
戸
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
長

❸
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

の
推
薦

◎
中
谷
　
正
幸
氏（
38
歳
）

　
大
字
倉
石
中
市
字
寺
後

【
再
任
】

主
な
職
歴
等

源
福
寺
　
住
職

社
会
福
祉
法
人
未
萌
会

　
理
事

人
権
擁
護
委
員
の
任
期

令
和
８
年
１
月
１
日
〜

令
和
10
年
12
月
31
日

全
員
賛
成
で
同
意

く
ら
は
し

た
か

お

こ
い
ず
み

ひ
と
し

是非ご活用ください！ 詳しくは町ホームページから。

な
か
や

ま
さ
ゆ
き
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市町村立病院
経営便覧

五戸総合病院
経営強化プラン

五戸町では放課後子ども教室のスタッフを
募集しています。詳しくはこちらから。

学用品費
修学旅行費
新入学児童生徒学用品費等
卒業アルバム代等

11,630円
22,690円
57,060円
11,000円

全学年
支給費目

小学校の場合　※抜粋

支給基準額 対象学年

６学年
１学年
６学年

　
令
和
５
年
度
の
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
額
は
。

　
令
和
５
年
度
は
４
億
１
２

０
０
万
円
を
繰
入
れ
。

　
令
和
６
年
度
は
６
億
５
９

０
０
万
円
の
繰
入
れ
。

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
額

を
知
る
た
め
に
は
。

　
町
の
公
開
資
料
で
わ
か
る

も
の
は
無
い
。
今
後
公
表
方

法
を
検
討
す
る
。

※

県
の「
令
和
５
年
度
市
町

村
立
病
院
経
営
便
覧
」

（
３
）特
別
利
益
で
は
確

認
可
能
。

　
五
戸
総
合
病
院
経
営
強
化

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
。

　
総
務
省
よ
り
公
立
病
院
に

対
し
作
成
を
義
務
付
け
ら

れ
、
補
助
金
の
申
請
な
ど
に

は
必
要
な
計
画
。
令
和
５
年

度
に
作
成
し
、
病
床
数
の

削
減
に
伴
い
令
和
６
年
度
に

改
訂
。

　
厚
生
労
働
省
の
病
床
数

適
正
化
事
業
に
、
削
減
し
た

45
床
が
該
当
す
る
。

　
補
助
金
の
申
請
を
行
い
、

令
和
７
年
度
に
５
７
８
９
万

６
５
４
円
の
交
付
が
決
定
。

　
五
戸
総
合
病
院
経
営
強
化

プ
ラ
ン
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
る
目
的
は
。

 

　
プ
ラ
ン
は
計
画
通
り
に
運

営
で
き
れ
ば
黒
字
化
で
き
る

も
の
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
状

況
を
町
民
の
皆
様
に
も
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
目
的
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
者
数
に

関
し
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
病
床
数
の
削
減
に
伴
う
収

支
計
画
へ
の
影
響
、
及
び
計

画
に
対
す
る
実
績
の
公
開
に

つ
い
て
。

　
病
床
数
の
削
減
の
影
響
は

無
い
と
は
言
え
な
い
が
、
入

院
患
者
数
に
は
対
応
で
き
る

状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
収
支

計
画
の
修
正
は
行
わ
ず
、
変

更
申
請
を
行
っ
た
。

　
令
和
５
年
度
の
実
績
に
つ

い
て
は
記
載
で
き
て
い
な

い
。
令
和
６
年
度
の
決
算
が

確
定
次
第
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
公
開
す
る
。

　
情
報
発
信
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
開
、
自
治
会
長
会
議

な
ど
で
の
連
絡
だ
け
で
は
町

民
に
十
分
に
は
伝
わ
ら
な
い

と
感
じ
て
い
る
。

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
町
民
大

学
、
町
民
集
会
な
ど
で
直
接

町
民
に
伝
え
る
工
夫
を
望
む
。

　
五
戸
総
合
病
院
経
営
強
化

プ
ラ
ン
の
進
捗
は
毎
年
定
期

的
に
行
い
、
町
民
が
現
在
の

病
院
の
状
況
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

望
む
。

要
望 

② 

要
望 

① 

答 

上
山
総
合
病
院
事
務
局
長

質
問 

⑤

答 

上
山
総
合
病
院
事
務
局
長

質
問 

②

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

　
鎌
倉
市
と
の
コ
メ
栽
培
契

約
の
概
要
・
方
針
は
。

　
現
時
点
で
決
定
し
た
事
項

は
な
い
が
、
ゆ
く
ゆ
く
は
五

戸
町
の
農
家
収
入
の
安
定

化
、
販
路
拡
大
、
遊
休
農
地

の
活
用
、
有
機
農
業
の
推
進

な
ど
で
農
業
振
興
に
寄
与
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
提
供
す
る
コ
メ
の
栽
培
方

法
、
必
要
数
量
、
配
送
方
法
、

保
管
場
所
の
確
保
な
ど
、

検
討
が
必
要
な
要
件
が
あ
る
。

　
鎌
倉
市
以
外
の
動
き
は
。

近
隣
自
治
体
の
状
況
は
。

 

　
大
阪
府
泉
大
津
市
が
全
国

９
市
町
村
と
契
約
し
、
コ
メ

の
納
入
を
行
っ
て
い
る
。

　
そ
の
中
に
青
森
県
の
自
治

体
は
入
っ
て
お
ら
ず
、
把
握

し
て
い
る
範
囲
で
は
県
内
に

は
コ
メ
の
栽
培
契
約
を
結
ん

で
い
る
市
町
村
は
無
い
。

答 

手
倉
森
総
合
政
策
課
長

答 

上
山
総
合
病
院
事
務
局
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

③

質
問 

④

質 

問 

① 

　
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
安

全
対
策
は
。

　
こ
れ
ま
で
の
放
課
後
子

ど
も
教
室
運
営
の
手
引
き
に

は
安
全
面
に
対
す
る
大
ま
か

な
内
容
の
記
載
し
か
な
か
っ

た
た
め
、
安
全
面
に
特
化

し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
、
今
年

度
中
に
速
や
か
に
作
成
し
、

関
係
者
へ
の
周
知
徹
底
を

図
る
。

　
ま
た
、
安
全
研
修
に
つ
い

て
は
、
令
和
６
年
度
は
３
回

実
施
し
て
い
た
が
、
参
加

で
き
な
か
っ
た
方
が
多
数
い

た
た
め
、
伝
達
方
法
を
工
夫

し
、
周
知
徹
底
を
図
る
。

　
今
後
は
子
ど
も
の
安
全
を

守
り
、
適
切
な
補
償
が
で
き

る
よ
う
担
当
職
員
と
も
緊
密

に
連
携
を
図
り
、
教
育
委
員

会
の
責
任
の
下
、
現
状
把
握

に
努
め
管
理
・
監
督
し
て
い

く
。

　
活
動
格
差
と
ス
タ
ッ
フ
不

足
へ
の
考
え
は
。

 

　
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、

各
教
室
に
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色

が
あ
り
、
独
自
性
が
感
じ
ら

れ
、
大
き
な
差
異
は
な
い
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
月
一

度
の
情
報
交
換
会
で
、
お
互

い
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
し

あ
っ
た
り
、
専
門
性
の
高
い

ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
紹
介
を
得

た
り
し
、
五
戸
町
全
体
で
ス

タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と

共
通
理
解
を
図
り
、
活
動
の

質
の
保
持
や
向
上
に
努
め
て

い
く
。

　
併
せ
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
処

遇
改
善
と
し
て
段
階
的
な
時

給
の
引
き
上
げ
を
進
め
て

お
り
、
人
材
の
確
保
・
掘
り

起
こ
し
に
も
注
力
し
て
い

る
。

答 

澤
田
教
育
長

　
修
学
旅
行
費
と
支
援
制

度
、
及
び
物
価
高
騰
に
よ
る

影
響
は
。

　
五
戸
町
で
は
就
学
援
助
制

度
に
よ
り
修
学
旅
行
費
の
一

部
を
援
助
し
て
い
る
。
規
定

に
は
独
自
要
件
も
設
定
し
、

条
件
を
緩
和
す
る
こ
と
で
、

近
隣
市
町
村
と
比
べ
助
成
対

象
を
広
く
し
て
い
る
。

　
旅
行
費
に
つ
い
て
は
、
令

和
５
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で

の
３
年
間
の
実
績
に
よ
る
と
、

小
学
生
は
１
人
当
た
り
５
万

円
台
か
ら
６
万
円
台
、
中
学

生
は
１
人
当
た
り
９
万
円
台

か
ら
11
万
円
台
と
な
っ
て
い

る
。
交
通
機
関
を
見
直
し
た

り
、
日
程
の
短
縮
を
行
っ
た

り
し
て
、
予
算
内
で
工
夫
し

て
い
る
。

　
修
学
旅
行
費
補
助
事
業
創

設
の
考
え
は
。

　
現
在
五
戸
町
は
、
学
校
給

食
費
の
無
償
化
に
続
き
、
保

育
料
や
幼
児
副
食
費
の
無
償

化
と
段
階
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
財
源
確
保
の
課
題
や

他
の
教
育
施
策
と
の
バ
ラ
ン

ス
も
あ
り
、
現
時
点
で
直
ち

に
実
施
す
る
こ
と
は
困
難
と

考
え
て
い
る
。

質
問 

②

答 

若
宮
町
長

答 

澤
田
教
育
長

質
問 

①

答 

澤
田
教
育
長

質
問 

②

質
問 

①

＊

一般質問

質
問 

②

質
問 

①

◆
鎌
倉
市
と
の
コ
メ
栽
培
契
約
が

　及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

　
町
長
　
農
村
部
と
都
市
部
の
連
携
が

　
　
　
　
ま
す
ま
す
大
事
に

一般質問
９
月
定
例
会
で
は
４
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。

◆
五
戸
総
合
病
院
の
令
和
５
年
度
経
営
収
支
に
つ
い
て

　
町
長
　
一
般
会
計
か
ら
４
億
１
２
０
０
万
円
を
繰
入
れ

たかおく ひろあき

髙奥　浩明 議員

◆
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
安
全
体
制
と
実
施
内
容
の
公
平
性

　に
つ
い
て

　
教
育
長
　
安
全
基
準
と
受
け
入
れ
体
制
を
見
直
し
て
い
く

◆
修
学
旅
行
補
助
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て

　
町
長
　
現
時
点
で
直
ち
に
実
施
す
る
こ
と
は
困
難

さ さ き よしかつ

佐々木　喜克 議員

＊
就
学
援
助
制
度

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
、

就
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ

る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に

対
し
、
学
用
品
費
等
の
一

部
を
援
助
す
る
制
度
。

質
問 

①



⑨ ごのへ議会だより 第57号 ごのへ議会だより 第57号 ⑧

市町村立病院
経営便覧

五戸総合病院
経営強化プラン

五戸町では放課後子ども教室のスタッフを
募集しています。詳しくはこちらから。

学用品費
修学旅行費
新入学児童生徒学用品費等
卒業アルバム代等

11,630円
22,690円
57,060円
11,000円

全学年
支給費目

小学校の場合　※抜粋

支給基準額 対象学年

６学年
１学年
６学年

　
令
和
５
年
度
の
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
額
は
。

　
令
和
５
年
度
は
４
億
１
２

０
０
万
円
を
繰
入
れ
。

　
令
和
６
年
度
は
６
億
５
９

０
０
万
円
の
繰
入
れ
。

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
額

を
知
る
た
め
に
は
。

　
町
の
公
開
資
料
で
わ
か
る

も
の
は
無
い
。
今
後
公
表
方

法
を
検
討
す
る
。

※

県
の「
令
和
５
年
度
市
町

村
立
病
院
経
営
便
覧
」

（
３
）特
別
利
益
で
は
確

認
可
能
。

　
五
戸
総
合
病
院
経
営
強
化

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
。

　
総
務
省
よ
り
公
立
病
院
に

対
し
作
成
を
義
務
付
け
ら

れ
、
補
助
金
の
申
請
な
ど
に

は
必
要
な
計
画
。
令
和
５
年

度
に
作
成
し
、
病
床
数
の

削
減
に
伴
い
令
和
６
年
度
に

改
訂
。

　
厚
生
労
働
省
の
病
床
数

適
正
化
事
業
に
、
削
減
し
た

45
床
が
該
当
す
る
。

　
補
助
金
の
申
請
を
行
い
、

令
和
７
年
度
に
５
７
８
９
万

６
５
４
円
の
交
付
が
決
定
。

　
五
戸
総
合
病
院
経
営
強
化

プ
ラ
ン
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
る
目
的
は
。

 

　
プ
ラ
ン
は
計
画
通
り
に
運

営
で
き
れ
ば
黒
字
化
で
き
る

も
の
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
状

況
を
町
民
の
皆
様
に
も
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
目
的
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
者
数
に

関
し
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
病
床
数
の
削
減
に
伴
う
収

支
計
画
へ
の
影
響
、
及
び
計

画
に
対
す
る
実
績
の
公
開
に

つ
い
て
。

　
病
床
数
の
削
減
の
影
響
は

無
い
と
は
言
え
な
い
が
、
入

院
患
者
数
に
は
対
応
で
き
る

状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
収
支

計
画
の
修
正
は
行
わ
ず
、
変

更
申
請
を
行
っ
た
。

　
令
和
５
年
度
の
実
績
に
つ

い
て
は
記
載
で
き
て
い
な

い
。
令
和
６
年
度
の
決
算
が

確
定
次
第
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
公
開
す
る
。

　
情
報
発
信
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
開
、
自
治
会
長
会
議

な
ど
で
の
連
絡
だ
け
で
は
町

民
に
十
分
に
は
伝
わ
ら
な
い

と
感
じ
て
い
る
。

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
町
民
大

学
、
町
民
集
会
な
ど
で
直
接

町
民
に
伝
え
る
工
夫
を
望
む
。

　
五
戸
総
合
病
院
経
営
強
化

プ
ラ
ン
の
進
捗
は
毎
年
定
期

的
に
行
い
、
町
民
が
現
在
の

病
院
の
状
況
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

望
む
。

要
望 

② 

要
望 

① 

答 

上
山
総
合
病
院
事
務
局
長

質
問 

⑤

答 

上
山
総
合
病
院
事
務
局
長

質
問 

②

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

　
鎌
倉
市
と
の
コ
メ
栽
培
契

約
の
概
要
・
方
針
は
。

　
現
時
点
で
決
定
し
た
事
項

は
な
い
が
、
ゆ
く
ゆ
く
は
五

戸
町
の
農
家
収
入
の
安
定

化
、
販
路
拡
大
、
遊
休
農
地

の
活
用
、
有
機
農
業
の
推
進

な
ど
で
農
業
振
興
に
寄
与
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
提
供
す
る
コ
メ
の
栽
培
方

法
、
必
要
数
量
、
配
送
方
法
、

保
管
場
所
の
確
保
な
ど
、

検
討
が
必
要
な
要
件
が
あ
る
。

　
鎌
倉
市
以
外
の
動
き
は
。

近
隣
自
治
体
の
状
況
は
。

 

　
大
阪
府
泉
大
津
市
が
全
国

９
市
町
村
と
契
約
し
、
コ
メ

の
納
入
を
行
っ
て
い
る
。

　
そ
の
中
に
青
森
県
の
自
治

体
は
入
っ
て
お
ら
ず
、
把
握

し
て
い
る
範
囲
で
は
県
内
に

は
コ
メ
の
栽
培
契
約
を
結
ん

で
い
る
市
町
村
は
無
い
。

答 

手
倉
森
総
合
政
策
課
長

答 

上
山
総
合
病
院
事
務
局
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

③

質
問 

④

質 

問 

① 

　
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
安

全
対
策
は
。

　
こ
れ
ま
で
の
放
課
後
子

ど
も
教
室
運
営
の
手
引
き
に

は
安
全
面
に
対
す
る
大
ま
か

な
内
容
の
記
載
し
か
な
か
っ

た
た
め
、
安
全
面
に
特
化

し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
、
今
年

度
中
に
速
や
か
に
作
成
し
、

関
係
者
へ
の
周
知
徹
底
を

図
る
。

　
ま
た
、
安
全
研
修
に
つ
い

て
は
、
令
和
６
年
度
は
３
回

実
施
し
て
い
た
が
、
参
加

で
き
な
か
っ
た
方
が
多
数
い

た
た
め
、
伝
達
方
法
を
工
夫

し
、
周
知
徹
底
を
図
る
。

　
今
後
は
子
ど
も
の
安
全
を

守
り
、
適
切
な
補
償
が
で
き

る
よ
う
担
当
職
員
と
も
緊
密

に
連
携
を
図
り
、
教
育
委
員

会
の
責
任
の
下
、
現
状
把
握

に
努
め
管
理
・
監
督
し
て
い

く
。

　
活
動
格
差
と
ス
タ
ッ
フ
不

足
へ
の
考
え
は
。

 

　
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、

各
教
室
に
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色

が
あ
り
、
独
自
性
が
感
じ
ら

れ
、
大
き
な
差
異
は
な
い
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
月
一

度
の
情
報
交
換
会
で
、
お
互

い
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
し

あ
っ
た
り
、
専
門
性
の
高
い

ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
紹
介
を
得

た
り
し
、
五
戸
町
全
体
で
ス

タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と

共
通
理
解
を
図
り
、
活
動
の

質
の
保
持
や
向
上
に
努
め
て

い
く
。

　
併
せ
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
処

遇
改
善
と
し
て
段
階
的
な
時

給
の
引
き
上
げ
を
進
め
て

お
り
、
人
材
の
確
保
・
掘
り

起
こ
し
に
も
注
力
し
て
い

る
。

答 

澤
田
教
育
長

　
修
学
旅
行
費
と
支
援
制

度
、
及
び
物
価
高
騰
に
よ
る

影
響
は
。

　
五
戸
町
で
は
就
学
援
助
制

度
に
よ
り
修
学
旅
行
費
の
一

部
を
援
助
し
て
い
る
。
規
定

に
は
独
自
要
件
も
設
定
し
、

条
件
を
緩
和
す
る
こ
と
で
、

近
隣
市
町
村
と
比
べ
助
成
対

象
を
広
く
し
て
い
る
。

　
旅
行
費
に
つ
い
て
は
、
令

和
５
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で

の
３
年
間
の
実
績
に
よ
る
と
、

小
学
生
は
１
人
当
た
り
５
万

円
台
か
ら
６
万
円
台
、
中
学

生
は
１
人
当
た
り
９
万
円
台

か
ら
11
万
円
台
と
な
っ
て
い

る
。
交
通
機
関
を
見
直
し
た

り
、
日
程
の
短
縮
を
行
っ
た

り
し
て
、
予
算
内
で
工
夫
し

て
い
る
。

　
修
学
旅
行
費
補
助
事
業
創

設
の
考
え
は
。

　
現
在
五
戸
町
は
、
学
校
給

食
費
の
無
償
化
に
続
き
、
保

育
料
や
幼
児
副
食
費
の
無
償

化
と
段
階
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
財
源
確
保
の
課
題
や

他
の
教
育
施
策
と
の
バ
ラ
ン

ス
も
あ
り
、
現
時
点
で
直
ち

に
実
施
す
る
こ
と
は
困
難
と

考
え
て
い
る
。

質
問 

②

答 

若
宮
町
長

答 

澤
田
教
育
長

質
問 

①

答 

澤
田
教
育
長

質
問 

②

質
問 

①

＊

一般質問

質
問 

②

質
問 

①

◆
鎌
倉
市
と
の
コ
メ
栽
培
契
約
が

　及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

　
町
長
　
農
村
部
と
都
市
部
の
連
携
が

　
　
　
　
ま
す
ま
す
大
事
に

一般質問
９
月
定
例
会
で
は
４
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。

◆
五
戸
総
合
病
院
の
令
和
５
年
度
経
営
収
支
に
つ
い
て

　
町
長
　
一
般
会
計
か
ら
４
億
１
２
０
０
万
円
を
繰
入
れ

たかおく ひろあき

髙奥　浩明 議員

◆
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
安
全
体
制
と
実
施
内
容
の
公
平
性

　に
つ
い
て

　
教
育
長
　
安
全
基
準
と
受
け
入
れ
体
制
を
見
直
し
て
い
く

◆
修
学
旅
行
補
助
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て

　
町
長
　
現
時
点
で
直
ち
に
実
施
す
る
こ
と
は
困
難

さ さ き よしかつ

佐々木　喜克 議員

＊
就
学
援
助
制
度

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
、

就
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ

る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に

対
し
、
学
用
品
費
等
の
一

部
を
援
助
す
る
制
度
。

質
問 

①
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財
政
調
整
基
金（
過
去
５

年
分
と
今
後
）の
推
移
は
。

　
財
政
調
整
基
金
残
高
は
、

令
和
２
年
度
19
億
９
１
０
０

万
円
、
令
和
３
年
度
25
億
２

１
０
０
万
円
、
令
和
４
年
度

27
億
９
７
０
０
万
円
、
令
和

５
年
度
22
億
８
９
０
０
万

円
、
令
和
６
年
度
15
億
７
４

０
０
万
円
。

　
五
戸
町
の
一
般
会
計
は
、

令
和
４
年
度
よ
り
収
支
の

均
衡
が
と
れ
ず
、
基
金
の
取

り
崩
し
を
見
込
ん
だ
予
算
編

成
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

令
和
５
年
度
か
ら
公
営
企
業

会
計
へ
の
基
準
外
繰
出
し
も

増
加
に
転
じ
、
基
金
の
減
少

に
直
結
し
て
い
る
。

　
令
和
６
年
度
と
同
程
度
に

基
金
の
取
り
崩
し
が
続
い
た

場
合
、
令
和
８
年
度
末
の

基
金
残
高
は
１
億
円
程
度
ま

で
落
ち
込
む
も
の
と
見
込
ま

れ
る
。

　
財
政
状
況
が
厳
し
く
な
っ

た
主
な
理
由
は
。

　
１
つ
は
近
年
の
傾
向
と
し

て
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
各
種

実
施
事
業
費
が
増
え
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
人
件

費
・
物
件
費
の
増
加
に
伴
い

事
業
費
も
増
加
し
て
い
る

一
方
で
、
そ
れ
に
見
合
う
だ

け
の
歳
入
の
増
加
が
見
込
め

な
い
こ
と
か
ら
、
財
政
調
整

基
金
の
取
り
崩
し
を
前
提
と

し
た
予
算
編
成
が
続
い
て
い

る
。

　
も
う
１
つ
は
、
病
院
事
業

へ
の
基
準
外
繰
出
し
額
の

増
加
で
、
令
和
４
年
度
は
２

８
０
０
万
円
余
り
だ
っ
た
の

が
、
令
和
５
年
度
は
４
億

１
２
０
０
万
円
、
令
和
６
年

度
は
６
億
５
９
０
０
万
円
と

増
加
し
て
お
り
、
減
少
に
転

ず
る
見
通
し
は
立
っ
て
い
な

い
。

　
今
後
想
定
さ
れ
る
予
算
額

が
未
確
定
の
大
型
事
業
は
。

　
現
時
点
で
着
手
あ
る
い
は

計
画
が
具
体
化
さ
れ
て
い
る

の
は
、
五
戸
中
学
校
改
築
事

業
、
五
戸
高
等
学
校
跡
地
に

開
校
す
る
新
し
い
高
等
学
校

へ
の
支
援
、
十
和
田
地
域
広

域
事
務
組
合
の
ゴ
ミ
焼
却
施

設
更
新
の
３
つ
。

　
他
に
も
川
内
地
区
小
学
校

統
合
に
伴
う
施
設
整
備
や
、

上
下
水
道
を
含
む
公
共
施
設

の
老
朽
化
対
策
が
想
定
さ
れ

る
。

　
財
政
改
革
プ
ラ
ン
な
ど
の

策
定
予
定
は
。

 

　
当
町
は
平
成
16
年
の
町
村

合
併
直
後
に
危
機
的
な
財
政

状
況
に
あ
っ
た
が
、
平
成
17

年
に
策
定
し
た「
新
五
戸
町

行
財
政
改
革
大
綱
」に
基
づ

い
て
財
政
健
全
化
に
取
り
組

み
、
乗
り
越
え
て
き
た
経
緯

が
あ
る
。

　
現
在
の
五
戸
町
の
財
政
状

況
は
、
財
政
調
整
基
金
の

減
少
幅
を
見
る
と
合
併
直
後

よ
り
深
刻
な
状
況
か
も
し
れ

な
い
。
財
政
健
全
化
に
向
け

て
明
確
な
方
針
を
定
め
、
全

庁
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。

　
ま
た
、
過
去
に
歳
入
と
し

て
な
か
っ
た
、
ふ
る
さ
と

納
税
・
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
を
着
実
に
伸
ば
し
、
町
民

の
皆
様
と
共
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

かしわだ ただのり

柏田　匡智 議員
　
五
戸
町
の
水
田
の
面
積
は
。

水
稲
作
付
面
積
と
転
作
面
積
、

休
耕
面
積
は
い
く
ら
か
。

 

　
令
和
７
年
の
地
目
水
田
の

面
積
は
約
２
１
３
１
ha
、
水
稲

作
付
面
積
は
約
７
７
５
ha
、

転
作
面
積
は
約
１
２
３
ha
、

休
耕
面
積
は
約
７
８
４
ha
と

な
っ
て
い
る
。

質 

問 

② 

　
稲
作
経
営
体
数
の
推
移

は
。
経
営
体
数
の
推
移
か
ら

何
が
考
え
ら
れ
る
か
。

　
農
林
業
セ
ン
サ
ス
デ
ー
タ

に
よ
る
と
、
稲
作
経
営
体
数

は
平
成
27
年
が
３
２
１
経
営

体
、
令
和
２
年
が
２
６
７

経
営
体
。
令
和
７
年
に
つ
い

て
は
ま
だ
公
表
さ
れ
て
い
な

い
。

　
稲
作
経
営
体
数
は
年
々

減
少
し
て
お
り
、
少
子
高
齢

化
な
ど
に
よ
る
農
家
の
減

少
、
担
い
手
が
い
な
い
こ
と

や
事
業
継
承
で
き
な
い
事
情

が
考
え
ら
れ
る
。

 

　
農
業
委
員
会
の
現
地
調
査

で
把
握
し
た
、
休
耕
中
の
水

田
で
復
元
可
能
な
面
積
と
、

復
元
不
可
能
な
面
積
は
。

 

休
耕
し
て
い
る
水
田
の
う

ち
、
復
元
可
能
な
面
積
は

約
23 

ha
、
復
元
不
可
能
な
面

積
は
約
22 

ha
あ
る
。

 

　
水
路
の
管
理
は
土
地
改
良

区
に
任
せ
っ
き
り
で
よ
い
の

か
。
水
の
確
保
に
つ
い
て
行

政
の
考
え
は
。

  

水
路
に
関
し
て
は
、
土
地

改
良
区
が
組
合
員
か
ら
賦
課

金
を
徴
収
し
、
用
排
水
路
な

ど
を
管
理
し
て
い
る
。
水
の

確
保
に
関
し
て
行
政
が
で
き

る
こ
と
は
、
河
川
の
水
位
に

関
す
る
情
報
な
ど
を
土
地

改
良
区
に
提
供
す
る
こ
と
で

あ
る
。

 

　
農
業
機
械
作
業
安
全
基
礎

研
修
を
町
で
実
施
す
る
予
定

は
あ
る
か
。

　
農
業
機
械
は
多
種
多
様
な

種
類
が
あ
り
、
町
で
は
研
修

を
多
分
野
で
実
施
す
る
こ
と

が
難
し
い
た
め
、
研
修
予
定

は
な
い
。
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
る
注
意
喚
起
、

農
事
組
合
長
会
議
や
農
業
政

策
に
係
る
説
明
会
で
、
事
故

防
止
の
安
全
研
修
資
料
を
配

布
し
、
安
全
な
農
作
業
に
つ

い
て
啓
発
し
て
い
く
。

 

　
熱
中
症
対
策
に
係
る
研
修

と
、
未
熟
練
農
業
者
を
対
象

と
し
た
研
修
の
実
施
予
定

は
。

 

　
町
で
は
熱
中
症
対
策
の

研
修
実
施
予
定
は
な
い
が
、

農
業
に
お
い
て
熱
中
症
は

倒
れ
る
だ
け
で
な
く
、
発
見

の
遅
れ
や
対
応
の
不
備
に
よ

り
死
亡
に
至
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
農
作
業
の
安
全
対
策
と

同
様
に
、
各
説
明
会
な
ど
で

の
資
料
配
布
を
行
っ
て
い

く
。

 

未
熟
練
農
業
者
に
つ
い
て

は
、
新
規
就
農
者
や
事
故

発
生
割
合
の
高
い
就
農
か
ら

概
ね
５
年
以
内
の
農
業
者
に

は
、
安
全
研
修
や
農
業
機
械

整
備
研
修
へ
の
参
加
を
打
診

す
る
。

  

ト
ラ
ク
タ
ー
横
転
事
故
に

は
ロ
ー
ル
バ
ー
が
効
果
的
だ

が
、
製
造
年
が
古
い
機
種
は

装
着
さ
れ
て
い
な
い
。
装
着

を
推
進
す
る
施
策
は
。

 

　
現
時
点
で
推
進
す
る
施
策

は
な
い
。
事
故
を
防
止
す
る

た
め
に
は
、
基
本
に
立
ち
返

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
こ

ち
ら
に
つ
い
て
も
、
説
明
会

な
ど
で
の
資
料
配
布
で
対
応

す
る
。

一般質問

質
問 

①

答 

若
宮
町
長

用
語
解
説

＊
財
政
調
整
基
金

　
年
度
に
よ
っ
て
町
税
な
ど

の
歳
入
は
増
減
が
あ
り
、こ
の

よ
う
な
財
源
の
不
均
衡
を
調

整
す
る
た
め
に
、
財
源
に
余

裕
が
あ
る
年
度
に
積
み
立
て

て
お
く
も
の
で
、
地
方
公
共

団
体
の
貯
金
と
言
え
る
も
の
。

　
本
来
は
不
測
の
事
態
に
備

え
、財
政
調
整
基
金
を
積
み

立
て
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

◆五戸町における今後の財政状況と予算編成
　について
　町長　財政調整基金の取り崩しを見込んだ
　　　　予算編成になっているため、
　　　　財政健全化に向けた取り組みが必要

質
問 

②

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

③

質
問 

④

答 

若
宮
町
長

財政調整基金残高の推移（単位：億円）
R4  27億9700万円（過去最高）

R6  15億7400万円

◆コメの増産に係る対応は
　町長　町ができることは
　　　　河川の水位情報を
　　　　土地改良区に提供
　　　　すること

質
問
要
旨

　
国
は
作
今
の
コ
メ
不
足
、

高
騰
対
策
か
ら
政
策
の
見

直
し
を
図
り
、
減
反
政
策

か
ら
増
産
へ
と
方
針
転
換

を
行
う
見
込
み
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
転
作
や

休
耕
で
対
応
で
き
な
い
場

合
も
あ
る
。
コ
メ
増
産
対

策
と
し
て
何
が
必
要
か
、

行
政
の
役
割
を
伺
う
。

質
問 

①

質
問 

②

答 

若
宮
町
長

質
問 

③

答 

若
宮
町
長

質
問 

④

答 

若
宮
町
長

◆
農
作
業
事
故
防
止
に
係
る
施
策
は

　町
長

　農
業
政
策
に
係
る
説
明
会
で
資
料
を
配
布
す
る
な
ど
、

　
　
　
　農
作
業
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
周
知
す
る

質
問
要
旨

 

農
水
省
で
は
、「
令
和
７

年
度
農
作
業
安
全
に
係
る

研
修
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

示
し
て
い
る
が
、
農
作
業

事
故
が
後
を
絶
た
な
い
。

事
故
は
い
つ
、
ど
こ
で
起

き
る
か
予
見
が
難
し
い
が
、

農
作
業
安
全
の
基
礎
的
な

研
修
を
実
施
す
る
こ
と
で

減
ら
す
こ
と
が
出
来
る
と

考
え
る
。

　
つ
い
て
は
行
政
で
農
作

業
安
全
研
修
を
ど
の
よ
う

に
実
施
し
て
い
く
か
伺
う
。

質
問 

①

答 

若
宮
町
長

質
問 

②

答 

若
宮
町
長

質
問 

③

答 

若
宮
町
長

とよ た たか お

豊田　孝夫 議員

答 

若
宮
町
長

一般質問

＊



⑪ ごのへ議会だより 第57号 ごのへ議会だより 第57号 ⑩

　
財
政
調
整
基
金（
過
去
５

年
分
と
今
後
）の
推
移
は
。

　
財
政
調
整
基
金
残
高
は
、

令
和
２
年
度
19
億
９
１
０
０

万
円
、
令
和
３
年
度
25
億
２

１
０
０
万
円
、
令
和
４
年
度

27
億
９
７
０
０
万
円
、
令
和

５
年
度
22
億
８
９
０
０
万

円
、
令
和
６
年
度
15
億
７
４

０
０
万
円
。

　
五
戸
町
の
一
般
会
計
は
、

令
和
４
年
度
よ
り
収
支
の

均
衡
が
と
れ
ず
、
基
金
の
取

り
崩
し
を
見
込
ん
だ
予
算
編

成
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

令
和
５
年
度
か
ら
公
営
企
業

会
計
へ
の
基
準
外
繰
出
し
も

増
加
に
転
じ
、
基
金
の
減
少

に
直
結
し
て
い
る
。

　
令
和
６
年
度
と
同
程
度
に

基
金
の
取
り
崩
し
が
続
い
た

場
合
、
令
和
８
年
度
末
の

基
金
残
高
は
１
億
円
程
度
ま

で
落
ち
込
む
も
の
と
見
込
ま

れ
る
。

　
財
政
状
況
が
厳
し
く
な
っ

た
主
な
理
由
は
。

　
１
つ
は
近
年
の
傾
向
と
し

て
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
各
種

実
施
事
業
費
が
増
え
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
人
件

費
・
物
件
費
の
増
加
に
伴
い

事
業
費
も
増
加
し
て
い
る

一
方
で
、
そ
れ
に
見
合
う
だ

け
の
歳
入
の
増
加
が
見
込
め

な
い
こ
と
か
ら
、
財
政
調
整

基
金
の
取
り
崩
し
を
前
提
と

し
た
予
算
編
成
が
続
い
て
い

る
。

　
も
う
１
つ
は
、
病
院
事
業

へ
の
基
準
外
繰
出
し
額
の

増
加
で
、
令
和
４
年
度
は
２

８
０
０
万
円
余
り
だ
っ
た
の

が
、
令
和
５
年
度
は
４
億

１
２
０
０
万
円
、
令
和
６
年

度
は
６
億
５
９
０
０
万
円
と

増
加
し
て
お
り
、
減
少
に
転

ず
る
見
通
し
は
立
っ
て
い
な

い
。

　
今
後
想
定
さ
れ
る
予
算
額

が
未
確
定
の
大
型
事
業
は
。

　
現
時
点
で
着
手
あ
る
い
は

計
画
が
具
体
化
さ
れ
て
い
る

の
は
、
五
戸
中
学
校
改
築
事

業
、
五
戸
高
等
学
校
跡
地
に

開
校
す
る
新
し
い
高
等
学
校

へ
の
支
援
、
十
和
田
地
域
広

域
事
務
組
合
の
ゴ
ミ
焼
却
施

設
更
新
の
３
つ
。

　
他
に
も
川
内
地
区
小
学
校

統
合
に
伴
う
施
設
整
備
や
、

上
下
水
道
を
含
む
公
共
施
設

の
老
朽
化
対
策
が
想
定
さ
れ

る
。

　
財
政
改
革
プ
ラ
ン
な
ど
の

策
定
予
定
は
。

 

　
当
町
は
平
成
16
年
の
町
村

合
併
直
後
に
危
機
的
な
財
政

状
況
に
あ
っ
た
が
、
平
成
17

年
に
策
定
し
た「
新
五
戸
町

行
財
政
改
革
大
綱
」に
基
づ

い
て
財
政
健
全
化
に
取
り
組

み
、
乗
り
越
え
て
き
た
経
緯

が
あ
る
。

　
現
在
の
五
戸
町
の
財
政
状

況
は
、
財
政
調
整
基
金
の

減
少
幅
を
見
る
と
合
併
直
後

よ
り
深
刻
な
状
況
か
も
し
れ

な
い
。
財
政
健
全
化
に
向
け

て
明
確
な
方
針
を
定
め
、
全

庁
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。

　
ま
た
、
過
去
に
歳
入
と
し

て
な
か
っ
た
、
ふ
る
さ
と

納
税
・
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
を
着
実
に
伸
ば
し
、
町
民

の
皆
様
と
共
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

かしわだ ただのり

柏田　匡智 議員
　
五
戸
町
の
水
田
の
面
積
は
。

水
稲
作
付
面
積
と
転
作
面
積
、

休
耕
面
積
は
い
く
ら
か
。

 

　
令
和
７
年
の
地
目
水
田
の

面
積
は
約
２
１
３
１
ha
、
水
稲

作
付
面
積
は
約
７
７
５
ha
、

転
作
面
積
は
約
１
２
３
ha
、

休
耕
面
積
は
約
７
８
４
ha
と

な
っ
て
い
る
。

質 

問 

② 

　
稲
作
経
営
体
数
の
推
移

は
。
経
営
体
数
の
推
移
か
ら

何
が
考
え
ら
れ
る
か
。

　
農
林
業
セ
ン
サ
ス
デ
ー
タ

に
よ
る
と
、
稲
作
経
営
体
数

は
平
成
27
年
が
３
２
１
経
営

体
、
令
和
２
年
が
２
６
７

経
営
体
。
令
和
７
年
に
つ
い

て
は
ま
だ
公
表
さ
れ
て
い
な

い
。

　
稲
作
経
営
体
数
は
年
々

減
少
し
て
お
り
、
少
子
高
齢

化
な
ど
に
よ
る
農
家
の
減

少
、
担
い
手
が
い
な
い
こ
と

や
事
業
継
承
で
き
な
い
事
情

が
考
え
ら
れ
る
。

 

　
農
業
委
員
会
の
現
地
調
査

で
把
握
し
た
、
休
耕
中
の
水

田
で
復
元
可
能
な
面
積
と
、

復
元
不
可
能
な
面
積
は
。

 

休
耕
し
て
い
る
水
田
の
う

ち
、
復
元
可
能
な
面
積
は

約
23 

ha
、
復
元
不
可
能
な
面

積
は
約
22 

ha
あ
る
。

 

　
水
路
の
管
理
は
土
地
改
良

区
に
任
せ
っ
き
り
で
よ
い
の

か
。
水
の
確
保
に
つ
い
て
行

政
の
考
え
は
。

  

水
路
に
関
し
て
は
、
土
地

改
良
区
が
組
合
員
か
ら
賦
課

金
を
徴
収
し
、
用
排
水
路
な

ど
を
管
理
し
て
い
る
。
水
の

確
保
に
関
し
て
行
政
が
で
き

る
こ
と
は
、
河
川
の
水
位
に

関
す
る
情
報
な
ど
を
土
地

改
良
区
に
提
供
す
る
こ
と
で

あ
る
。

 
　
農
業
機
械
作
業
安
全
基
礎

研
修
を
町
で
実
施
す
る
予
定

は
あ
る
か
。

　
農
業
機
械
は
多
種
多
様
な

種
類
が
あ
り
、
町
で
は
研
修

を
多
分
野
で
実
施
す
る
こ
と

が
難
し
い
た
め
、
研
修
予
定

は
な
い
。
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
る
注
意
喚
起
、

農
事
組
合
長
会
議
や
農
業
政

策
に
係
る
説
明
会
で
、
事
故

防
止
の
安
全
研
修
資
料
を
配

布
し
、
安
全
な
農
作
業
に
つ

い
て
啓
発
し
て
い
く
。

 

　
熱
中
症
対
策
に
係
る
研
修

と
、
未
熟
練
農
業
者
を
対
象

と
し
た
研
修
の
実
施
予
定

は
。

 

　
町
で
は
熱
中
症
対
策
の

研
修
実
施
予
定
は
な
い
が
、

農
業
に
お
い
て
熱
中
症
は

倒
れ
る
だ
け
で
な
く
、
発
見

の
遅
れ
や
対
応
の
不
備
に
よ

り
死
亡
に
至
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
農
作
業
の
安
全
対
策
と

同
様
に
、
各
説
明
会
な
ど
で

の
資
料
配
布
を
行
っ
て
い

く
。

 

未
熟
練
農
業
者
に
つ
い
て

は
、
新
規
就
農
者
や
事
故

発
生
割
合
の
高
い
就
農
か
ら

概
ね
５
年
以
内
の
農
業
者
に

は
、
安
全
研
修
や
農
業
機
械

整
備
研
修
へ
の
参
加
を
打
診

す
る
。

  

ト
ラ
ク
タ
ー
横
転
事
故
に

は
ロ
ー
ル
バ
ー
が
効
果
的
だ

が
、
製
造
年
が
古
い
機
種
は

装
着
さ
れ
て
い
な
い
。
装
着

を
推
進
す
る
施
策
は
。

 

　
現
時
点
で
推
進
す
る
施
策

は
な
い
。
事
故
を
防
止
す
る

た
め
に
は
、
基
本
に
立
ち
返

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
こ

ち
ら
に
つ
い
て
も
、
説
明
会

な
ど
で
の
資
料
配
布
で
対
応

す
る
。

一般質問

質
問 

①

答 

若
宮
町
長

用
語
解
説

＊
財
政
調
整
基
金

　
年
度
に
よ
っ
て
町
税
な
ど

の
歳
入
は
増
減
が
あ
り
、こ
の

よ
う
な
財
源
の
不
均
衡
を
調

整
す
る
た
め
に
、
財
源
に
余

裕
が
あ
る
年
度
に
積
み
立
て

て
お
く
も
の
で
、
地
方
公
共

団
体
の
貯
金
と
言
え
る
も
の
。

　
本
来
は
不
測
の
事
態
に
備

え
、財
政
調
整
基
金
を
積
み

立
て
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

◆五戸町における今後の財政状況と予算編成
　について
　町長　財政調整基金の取り崩しを見込んだ
　　　　予算編成になっているため、
　　　　財政健全化に向けた取り組みが必要

質
問 

②

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

③

質
問 

④

答 

若
宮
町
長

財政調整基金残高の推移（単位：億円）
R4  27億9700万円（過去最高）

R6  15億7400万円

◆コメの増産に係る対応は
　町長　町ができることは
　　　　河川の水位情報を
　　　　土地改良区に提供
　　　　すること

質
問
要
旨

　
国
は
作
今
の
コ
メ
不
足
、

高
騰
対
策
か
ら
政
策
の
見

直
し
を
図
り
、
減
反
政
策

か
ら
増
産
へ
と
方
針
転
換

を
行
う
見
込
み
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
転
作
や

休
耕
で
対
応
で
き
な
い
場

合
も
あ
る
。
コ
メ
増
産
対

策
と
し
て
何
が
必
要
か
、

行
政
の
役
割
を
伺
う
。

質
問 

①

質
問 

②

答 

若
宮
町
長

質
問 

③

答 

若
宮
町
長

質
問 

④

答 

若
宮
町
長

◆
農
作
業
事
故
防
止
に
係
る
施
策
は

　町
長

　農
業
政
策
に
係
る
説
明
会
で
資
料
を
配
布
す
る
な
ど
、

　
　
　
　農
作
業
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
周
知
す
る

質
問
要
旨

 

農
水
省
で
は
、「
令
和
７

年
度
農
作
業
安
全
に
係
る

研
修
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

示
し
て
い
る
が
、
農
作
業

事
故
が
後
を
絶
た
な
い
。

事
故
は
い
つ
、
ど
こ
で
起

き
る
か
予
見
が
難
し
い
が
、

農
作
業
安
全
の
基
礎
的
な

研
修
を
実
施
す
る
こ
と
で

減
ら
す
こ
と
が
出
来
る
と

考
え
る
。

　
つ
い
て
は
行
政
で
農
作

業
安
全
研
修
を
ど
の
よ
う

に
実
施
し
て
い
く
か
伺
う
。

質
問 

①

答 

若
宮
町
長

質
問 

②

答 

若
宮
町
長

質
問 

③

答 

若
宮
町
長

とよ た たか お

豊田　孝夫 議員

答 

若
宮
町
長

一般質問

＊
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委
員
長
　
川
　
﨑
　
七
　
洋

副
委
員
長
　
豊
　
田
　
孝
　
夫

委
　
　
員
　
佐
々
木
　
喜
　
克

委
　
　
員
　
髙
　
奥
　
浩
　
明

委
　
　
員
　
柏
　
田
　
匡
　
智

委
　
　
員
　
鈴
　
木
　
隆
　
也

発
行
責
任
者

議

長
　
川
　
村
　
浩
　
昭

令
和
７
年
10
月
24
日
発
行

　
暑
か
っ
た
夏
が
過
ぎ
、
肌

寒
さ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
体
調
不
良
な
ど
な

く
元
気
に
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
も
あ
る
よ
う
で
す
の
で
、

手
洗
い
や
う
が
い
、
こ
ま
め

な
消
毒
な
ど
の
感
染
対
策
に

ど
う
か
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
五
戸
地
方
最
大
の

お
祭
り
で
あ
る
五
戸
ま
つ
り

が
閉
幕
い
た
し
ま
し
た
。
条

例
制
定
さ
れ
て
２
回
目
の
お

祭
り
で
す
が
、
昨
年
以
上
の

盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
事
前
の
雨
予
報
を

覆
し
て
開
催
で
き
た
こ
と
は

ひ
と
え
に
町
民
の
皆
様
の
心

が
天
に
通
じ
た
結
果
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
お
祭
り
と
は
神
事
で
あ
り

ま
す
。
五
戸
ま
つ
り
の
文
化

伝
統
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

る
と
同
時
に
、
五
穀
豊
穣
を

願
う
神
事
で
あ
る
こ
と
も
ま

た
伝
え
て
い
け
る
よ
う
、
地

域
の
大
人
と
し
て
頑
張
り
た

い
も
の
で
す
。

委
員
長
　
川
﨑
　
七
洋

編
集
後
記

議会を傍聴してみませんか 広
報
常
任
委
員
会

12月定例会は12月上旬開会予定です。
日程が決まりしだい「五戸ちゃんねる」、
五戸町ホームページでもお知らせします。
（お知らせは11月下旬頃の見込みです）

詳しくは議会事務局へ〔TEL 62 － 2111（代表）〕

議員活動報告

　令和７年７月10日、青森市での県下町村議会議員研修会に
議員10名が参加し、国政についての現状と今後の見通しに
関するお話を伺いました。

講演  「今後の政局・政治展望
～どうなる参議院選、どうする石破政権～」

講師  政治アナリスト　伊藤　惇夫　氏

　令和７年７月15日、三戸町での八戸圏域連携中枢都市圏
形成促進議員連盟主催による勉強会に議員８名が参加し、
行政サービスのデジタル化について学びました。

講演  「自治体ＤＸの現在地」
講師  総務省自治行政局行政経営支援室長兼

地域ＤＸ推進室長　村上　仰志　氏

　令和７年９月16日、東通村での五戸地区議会議員協議会
行政視察研修に議員10名が参加し、熊被害の実態を中心に
お話を伺いました。

講演  「鳥獣（熊）被害対策について」
講師  東通村農林畜産課　課長　上路　一仁　氏

　　　　　　　　　主査　四ツ谷　香菜子　氏

県下町村議会議員研修会

第32回連携中枢都市圏の形成に関する講演会

五戸地区議会議員協議会行政視察研修


